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平
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十
九
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十
二
月

『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る 

『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て新

井

一

光

本
論
は
、
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
―
一
二
五
三
）
の
『
正
法
眼
蔵
』「
三

界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
「
不

如
三
界
見
於
三
界
」
に
対
す
る
禅
師
の
解
釈
、
及
び
詮
慧
『
聞
書
』、

天
桂
伝
尊
（
一
六
四
八
―
一
七
三
五
）『
正
法
眼
蔵
弁
註
』
に
お
け
る
こ
の

経
文
解
釈
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
経
文
を
含
む
『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
の
記
述
と
、
私

の
現
代
語
訳
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
1
〕1
こ
の
ゆ
ゑ
に
、

釋
迦
大
師
道
、
不a)

如
三
界
、
見
於
三
界a)

。

2
こ
の
所
見
、
す
な
は
ち
三
界
な
り
、
こ
の
三
界
は
所
見
の
ご
と
く
な
り
。

三
界
は
本
有
に
あ
ら
ず
、
三
界
は
今
有
に
あ
ら
ず
。
三
界
は
新
成
に
あ
ら
ず
、

三
界
は
因
緣
生
に
あ
ら
ず
。
三
界
は
初
中
後
に
あ
ら
ず
。3
出
離
三
界
あ
り
、

今b)

此
三
界b)

あ
り
。
こ
れ
機
關
の
機
關
と
相
見
す
る
な
り
、
葛
藤
の
葛
藤
を
生
長

す
る
な
り
。4
今b)

此
三
界b)

は
、
三
界
の
所
見
な
り
。
い
は
ゆ
る
所
見
は
、
見c)

於

三
界c)

な
り
。
見c)

於
三
界c)

は
、
見
成
三
界
な
り
、
三
界
見
成
な
り
、
見
成
公
案
な

り
。5
よ
く
三
界
を
し
て
發
心
・
修
行
・
菩
提
・
涅
槃
な
ら
し
む
。（『
道
元
全
』

上
巻
、
三
五
三
頁
一
二
行
―
三
五
四
頁
二
行
）

a
『
妙
法
華
』
四
二
頁
下
一
五
行　

b
『
妙
法
華
』
一
四
頁
下
二
六
行　

c
『
妙
法
華
』
四
二
頁
下
一
五
行
〔
本
論
の
記
述
〔
1
〕
と
〔
2
〕
で
太
字

上
付
き
数
字
は
節
番
号
を
示
す
た
め
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。〕

〔
2
〕1
こ
の
故
に
、
釈
迦
大
師
は
い
わ
れ
た
。

「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
。」（『
妙
法
華
』「
如
来
寿
量
品
」）

2
こ
の
見
ら
れ
る
も
の
が
す
な
わ
ち
三
界
で
あ
り
、
こ
の
三
界
は
見
ら
れ
る

ま
ま
の
も
の
で
あ
る
。
三
界
は
以
前
の
存
在
で
は
な
く
、
三
界
は
今
の
存
在
で

は
な
い
。
三
界
は
新
た
に
生
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
三
界
は
因
と
縁
に
よ
っ
て

生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
三
界
は
初
め
と
中
間
と
終
わ
り
で
は
な
い
。3
三
界

を
出
離
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、「
今1)

此
三
界
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
働
き
の

根
拠
が
働
き
の
根
拠
と
互
い
に
見
る
こ
と
で
あ
り
、
葛
藤
が
葛
藤
を
生
み
出
す

こ
と
で
あ
る
。4
「
今1)

此
三
界
」
と
は
、
三
界
と
い
う
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
世
間
で
一
般
的
に
言
わ
れ
る
見
ら
れ
る
も
の
と
は
、「
見
於
三
界
」
で
あ

る
。「
見
於
三
界
」
と
は
、
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
三
界
で
あ
り
、

三
界
が
見
え
て
い
る
ま
ま
に
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
見
え
て
い
る
ま
ま
に

成
立
し
て
い
る
真
理
で
あ
る
。5
〔「
見
於
三
界
」
が
〕
三
界
〔
の
衆
生
〕
を
し

て
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
の
で
あ
る
。」

1
『
妙
法
華
』
一
四
頁
下
二
六
―
二
七
行
「
今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中

衆
生
、
悉
是
吾
子
。」= K

N
 90,2: traidhātukaṃ

 ca m
am

 idaṃ
 parigraho 
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）

ye hy atra dahyanti m
am

aiti putrāḥ ||.

（「
譬
喩
品
」
第
八
七
偈
後
半
句
）「
ま

た
、
こ
の
三
界
に
属
す
る
も
の
は
、
私
の
所
有
で
あ
る
。
実
に
、
誰
で
あ

れ
、
こ
こ
で
焼
か
れ
て
い
る
も
の
た
ち
、
こ
の
も
の
た
ち
は
、
私
の
息
子
た

ち
で
あ
る
」。
＝
『
正
法
華
』
七
七
頁
下
二
九
行
―
七
八
頁
上
一
行
「
則
常

應
時
、
將
護
三
處
、
彼
見
燒
炙
、
皆
斯
吾
子
。」

次
に
「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
の
意
味
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

〔
3
〕na 

tathā 
traidhātukaṃ

 
tathāgatena 

dṛṣṭaṃ
 

yathā 
bālapṛthagjanāḥ 

paśyanti 1. 

（K
N

 318,10–11

） 1
） na tathā | traidhātukaṃ

 tathāgatena dṛṣṭaṃ
 

yathā bālapṛthagjanā na paśyanti K
N

. 
松
本
﹇
二
〇
一
三
、
二
八
四
―
二
八
五

頁
﹈
に
基
づ
きna

を
削
除
し
訂
正
し
て
読
む
。）

〔
4
〕
亦
不
三
界
如
來
所
行
不
見
三
處
。（『
正
法
華
』
一
一
三
頁
下
一
七
行
）

〔
5
〕
不
如
三
界
見
於
三
界
。（『
妙
法
華
』
四
二
頁
下
一
五
行
）

〔
6
〕（
拙
訳
）
愚
者
で
あ
る
凡
夫
た
ち
が
見
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
に
、
如
来

に
よ
っ
て
三
界
に
属
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

『
法
華
経
』
本
文
の
趣
旨
は
、〝
如
来
は
、
凡
夫
た
ち
が
見
る
よ
う
に

は
、
三
界
に
属
す
る
も
の
〔
＝
衆
生
〕
を
見
な
い
〞
と
い
う
も
の
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
道
元
禅
師
は
記
述
〔
1
〕
第
2
節
に
お
い
て
、「
不
如
三

界
、
見
於
三
界
」
の
解
釈
と
し
て
、
先
ず
、「
所
見
」
で
あ
る
「
三
界
」

を
、
見
ら
れ
る
ま
ま
の
も
の
と
規
定
し
、
次
に
、「
本
有
」「
今
有
」「
新

成
」「
因
緣
生
」「
初
中
後
」
を
否
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
、
見
ら

れ
る
ま
ま
の
も
の
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
、
禅
師
は
「
三
界
」
を
肯
定

し
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
記
述
〔
1
〕
第
3
節
で
、
禅
師
は
、「
不
如
三
界
」
の
句
に

「
出
離
三
界
」
と
「
今
此
三
界
」
と
い
う
句
を
用
い
、
独
自
の
解
釈
の

仕
方
に
よ
っ
て
あ
る
特
別
な
意
義
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま

り
、
禅
師
は
、「
不
如
三
界
」
の
句
に
対
し
て
、「
出
離
三
界
」
と
い
う

句
に
よ
っ
て
已
に
解
脱
し
て
い
る
も
の
と
し
て
の
三
界
を
、
ま
た
「
今

此
三
界
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
こ
の
現
象
世
界
の
実
在
性
を
示
し
て
、

〝
不
如
〞
と
い
う
語
の
否
定
的
な
意
味
を
正
反
対
の
方
向
に
向
け
、「
不

如
三
界
」
と
い
う
句
に
よ
っ
て
「
三
界
」
の
全
面
的
な
肯
定
を
表
し
た

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、〝
不
如
〞〝
出
離
〞〝
今
此
〞
は
い

ず
れ
も
「
三
界
」
の
実
在
性
を
肯
定
す
る
、
い
わ
ば
〝
限
定
語
〞
と
し

て
機
能
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
ま
た
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
三

つ
の
句
の
同
義
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
次
の
よ
う

に
図
式
化
し
て
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

不
如
三
界
＝
出
離
三
界
＝
今
此
三
界
↓
「
三
界
」
の
肯
定

次
の
記
述
〔
1
〕
第
4
節
で
は
「
見
於
三
界
」
の
解
釈
が
述
べ
ら
れ
る

が
、
ま
ず
、「
今
此
三
界
」（『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」
第
八
七
偈
後
半
句
）
が
、

「
三
界
の
所
見
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、
ま
た
こ
の
「
三
界
の
所
見
」
は

単
に
「
所
見
」
と
の
み
言
わ
れ
て
、
そ
の
「
所
見
」
が
「
見
於
三
界
」

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

今
此
三
界
＝
三
界
の
所
見
＝
所
見
＝
見
於
三
界

そ
し
て
そ
れ
に
続
く
〝
見
於
三
界
は
、
見
成
三
界
な
り
、
三
界
見
成
な
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）
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り
、
見
成
公
案
な
り
〞
の
一
文
は
、「
見
於
三
界
」
の
註
釈
部
を
な
し

て
お
り
、
こ
こ
で
「
見
於
三
界
」
は
、「
見
成
三
界
」「
三
界
見
成
」「
見

成
公
案
」
と
等
号
で
結
ば
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

見
於
三
界
＝
見
成
三
界
＝
三
界
見
成
＝
見
成
公
案
↓
見
え
て
い
る

ま
ま
の
も
の
の
肯
定

た
だ
し
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
の
場
合
「
見
於
三
界
」
は
「
見
成

三
界
」「
三
界
見
成
」
と
言
い
換
え
ら
れ
同
義
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
最
後
に
挙
げ
ら
れ
た
「
見
成
公
案
」
の
句
に
は
「
三
界
」
の
語
が

使
わ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
は
正
に
「
三
界
」
の
語

が
使
わ
れ
て
い
な
い
が
故
に
、「
三
界
」
と
い
う
表
現
さ
え
も
最
終
的

に
は
捨
て
ら
れ
て
、〝
見
え
て
い
る
ま
ま
の
も
の
の
肯
定
〞
が
、
禅
師

の
主
張
の
核
心
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
禅
師
は
、「
三
界
」

を
全
面
的
に
肯
定
す
る
た
め
の
窮
極
的
な
理
論
的
根
拠
を
、「
見
成
公

案
」
の
句
に
よ
っ
て
与
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
5
節
は
、
第
2
節
か
ら
第
4
節
の
連
関
に
基
づ
い
て
「
不
如
三

界
」
を
通
じ
て
導
き
出
さ
れ
る
「
見
於
三
界
」
こ
そ
が
、
三
界
の
衆
生

を
し
て
、
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
さ
せ
る
拠
り
所
と
見
な
さ
れ
る

と
い
う
の
が
、
趣
旨
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
る
に
、
こ
れ
は
、「
三
界
」
も
し
く
は
「
見
え
て
い
る
ま
ま
の
も

の
」
の
肯
定
を
意
図
し
た
禅
師
独
自
の
解
釈
で
あ
り
、『
法
華
経
』
本

来
の
、〝
如
来
は
、
凡
夫
た
ち
が
見
る
よ
う
に
は
、
三
界
に
属
す
る
も

の
〔
＝
衆
生
〕
を
見
な
い
〞
と
い
う
趣
旨
と
は
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
詮
慧
『
聞
書
』
に
お
い
て
、「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」

の
経
文
に
対
す
る
宗
門
に
お
け
る
解
釈
と
し
て
、「
三
界
ヲ
三
界
ト
見

ム
ニ
ハ
如
カ
シ
」
と
い
う
読
み
が
示
さ
れ
て
い
る
（『
蒐
書
大
成
』
一
三
、

二
二
四
頁
二
〇
行
）。
ま
た
、
同
様
の
解
釈
は
、『
正
法
眼
蔵
』「
空
華
」

巻
〔
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
三
月
一
〇
日
示
衆
〕
に
お
け
る
こ
の
経

文
の
引
用
（『
道
元
全
』
上
巻
、
一
一
三
頁
一
七
行
）
に
対
す
る
『
聞
書
』

の
記
述
に
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

三
界
〔
ノ
〕
三
界
ヲ
見
ル
カ
如
ク
ナ
ラ
ス　

教
家
ニ
ハ
如
此
心
得

 

三
界
ヲ
三
界
ト
見
ム
ニ
ハ
如
カ
シ　
　
　

 

宗
門
ニ
ハ
如
此
心
得
（『
蒐
書
大

成
』
一
一
、
六
七
八
頁
一
一
―
一
二
行
）

『
聞
書
』
に
よ
れ
ば
、
宗
門
で
は
、
教
家
の
訓
点
に
よ
る
解
釈
と
は
異

な
り
、〝
三
界
を
三
界
と
し
て
見
る
の
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
〞

と
い
う
意
味
で
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
宗
門
の
解
釈
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、

「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
の
経
文
の
「
不
如
」
を
「
如
カ
シ
」
と
読

む
理
解
に
よ
っ
て
は
、「
不
如
三
界
」
の
句
に
対
し
て
読
み
込
ま
れ
た

「
出
離
三
界
」「
今
此
三
界
」
と
い
う
二
つ
の
句
と
の
同
義
性
が
示
さ
れ

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
同
義
性
が
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
、「
三
界
」
の

実
在
性
、
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
「
見
於
三
界
」
の
意
味
、
そ
し
て
「
見

於
三
界
」
を
発
心
、
修
行
、
菩
提
、
涅
槃
の
拠
り
所
と
す
る
禅
師
の
意

図
が
必
ず
し
も
鮮
明
に
示
さ
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）

こ
れ
に
関
連
し
て
、『
道
元
全
』
及
び
水
野
﹇
一
九
九
〇
―
一
九
九
三
、

四
〇
七
頁
﹈
及
び
水
野
﹇
二
〇
〇
九
、
二
一
六
頁
﹈ 

に
は
「
不
如
三
界
」

と
「
見
於
三
界
」
の
間
に
読
点
（
、）
が
あ
る
が
、
こ
の
読
点
は
「
不
如

三
界
」
と
「
見
於
三
界
」
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
に
意
義
を
認
め
る

解
釈
を
示
す
点
で
重
要
で
あ
る
。
こ
の
校
訂
は
徳
雲
寺
本
（『
蒐
書
大
成
』

四
、
一
〇
一
上
）
に
お
け
る
「
・
」
の
読
点
に
基
づ
く
か
も
し
れ
な
い
。

同
様
の
読
み
は
長
見
寺
本
（『
蒐
書
大
成
』
九
、
七
四
八
頁
上
一
五
行
）、
大

川
寺
本
（『
蒐
書
大
成　

続
』
一
、
一
九
七
頁
上
四
行
）、
丹
嶺
本
（『
蒐
書
大
成　

続
』
五
、
二
二
七
頁
上
三
行
）
に
お
け
る
読
点
、
及
び
妙
昌
寺
本
（『
蒐
書

大
成
』
七
、
三
一
一
頁
下
一
〇
行
）
に
お
け
る
「
・
」
の
読
点
に
示
さ
れ
て
い

る
。
池
田
魯
参
氏
は
『
眼
蔵
（
水
野
）』
の
読
点
を
も
つ
読
み
に
対
し
て
、

「「
三
界
の
如
く
な
ら
ず
、
三
界
を
見
る
」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
に
で
も

読
ま
せ
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
ご
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る

（
池
田
﹇
一
九
九
六
、
一
五
―
一
六
頁
﹈）。
水
野
氏
は
上
掲
水
野
﹇
二
〇
〇
九
﹈

で
「
三
界
の
ご
と
く
な
ら
ず
、
三
界
を
見
る
」
と
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
私
は
そ
れ
に
対
し
て
「
不
如
な
る
三
界
あ
り
、
見
於
三
界
な

り
」
と
い
う
よ
う
な
読
み
を
一
応
想
定
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、「
不
如
三
界
、
見
於
三
界
」
の
引
用
に
つ
い
て
次
の
二
点
を

指
摘
し
た
い
。

①
「
三
界
唯
心
」
巻
に
お
い
て
、「
三
界
唯
心
」
の
句
は
一
八
回
（
内
、

引
用
文
中
二
回
）、「
三
界
」
の
語
が
単
独
で
五
一
回
（
内
、
引
用
文
中
七

回
）
で
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
「
三
界
」
の
語
は
計
六
九
回
用
い
ら
れ

て
い
る
。「
唯
心
」
の
語
は
単
独
で
僅
か
二
回
で
あ
る
が
（「
三
界
唯
心
」

の
句
と
合
わ
せ
て
二
〇
回
）、
こ
の
「
三
界
」
の
語
の
反
復
は
異
例
の
強
調

で
あ
り
、
他
の
巻
に
お
け
る
表
現
と
際
立
っ
た
違
い
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
に
関
し
て
、「
三
界
唯
心
」
巻
が
比
叡
山
に
よ
る
興
聖
寺
破

却
後
、
入
越
し
て
初
め
て
著
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
考
え
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
〔
寛
元
元
年 

（
一
二
四
三
） 

閏
七
月
一
日
、
在
越
宇
吉
峯
頭
示

衆
〕。
即
ち
、
こ
の
巻
に
は
「
譬
喩
品
」
第
八
七
偈
前
半
句
の
〝
已
離
〞

〝
安
処
林
野
〞（『
妙
法
華
』
一
四
頁
下
二
四
―
二
五
行
）
が
引
用
さ
れ
る
か

ら
（『
道
元
全
』
上
巻
、
三
五
五
頁
三
―
四
行
）、
禅
師
の
脳
裡
に
は
、
京
都

か
ら
入
越
に
到
る
ま
で
の
自
己
の
境
遇
に
お
い
て
、
三
界
火
宅
の
譬
喩

が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
も
妥
当
し
な
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。

②
「
三
界
唯
心
」
巻
の
構
成
は
冒
頭
の
『
華
厳
経
』「
三
界
唯
一
心
」
の

経
文
引
用
か
ら
始
ま
り
、「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
の
引
用
へ
と
続
く
。

『
修
禅
寺
相
伝
私
記
』
冒
頭
に
は
『
華
厳
経
』
と
『
法
華
経
』
の
全
く

同
一
の
文
と
、
そ
の
間
に
『
中
論
』「
因
縁
所
生
」
の
語
が
引
用
さ
れ
、

そ
の
両
者
の
構
成
に
つ
い
て
一
致
を
見
る
の
で
あ
る
。

『
修
禅
寺
相
伝
私
記
』「
華
厳
経
に
云
く
、「
三
界
は
た
だ
一
心
に
し
て
、
心
の

外
に
別
法
な
し
。
心
と
仏
と
及
び
衆
生
と
、〔
こ
の
〕
三
〔
は
無
差
別
な
り
〕」

…
…
。
中
論
に
云
く
、「
因
縁
所
生
の
法
は
、
我
れ
説
き
て
即
ち
こ
れ
空
な
り

と
し
…
…
。
法
華
に
云
く
、
…
…
「
如
に
あ
ら
ず
、
異
に
あ
ら
ず
、
三
界
の
三

界
を
見
る
が
如
く
な
ら
ず
。」
…
…
「
不
如
三
界
見
於
三
界
」
は
中
道
な
り
…
」

（
多
田
厚
隆
等
編
『
天
台
本
覚
論
』〔
日
本
思
想
体
系
九
〕（
岩
波
書
店
、
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『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』「
如
来
寿
量
品
」
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
（
新

井
）
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一
九
七
三
）、
四
三
頁
五
―
一
四
行
）〔
傍
線
＝
新
井
〕

こ
の
一
致
の
事
実
は
、
禅
師
が
『
修
禅
寺
相
伝
私
記
』
を
知
っ
て
い
た

か
、
そ
の
反
対
に
『
修
禅
寺
相
伝
私
記
』
が
「
三
界
唯
心
」
巻
を
知
っ

て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
も
し
、
禅
師
が
『
修
禅
寺
相
伝
私
記
』

を
知
っ
て
い
た
上
で
「
三
界
唯
心
」
巻
を
著
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
巻
が
、
所
謂
「
天
台
本
覚
法
門
」
に
対
す
る
何
ら
か
の
強
い
意
識
の

下
に
お
い
て
著
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

最
後
に
、
宗
門
に
お
け
る
他
の
解
釈
を
見
て
お
き
た
い
。
天
桂
は
、

こ
の
経
文
に
対
し
て
、『
正
法
眼
蔵
弁
註
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
（『
蒐
書
大
成
』
一
五
、
三
七
六
頁
下
九
―
一
一
行
）。

如
来
ハ
衆
生
ノ
三
界
ヲ
見
ヲ
以
テ
三
界
ヲ
見
ル
ガ
如
ク
ナ
ラ
ズ
、
唯
是
三
界
ヲ

三
界
ノ
実
ノ
如
ク
見
玉
フ
ナ
リ
〔
傍
線
＝
新
井
〕

即
ち
、
こ
の
記
述
は
、〝
如
来
は
、
衆
生
が
見
を
も
っ
て
三
界
を
見
る

よ
う
で
は
な
く
、
た
だ
こ
の
三
界
を
三
界
の
真
実
の
ま
ま
に
見
る
の
で

あ
る
〞
と
解
釈
さ
れ
、
傍
線
部
が
天
桂
独
自
の
読
み
と
思
わ
れ
る
。

〈
一
次
資
料
〉
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『
蒐
書
大
成
』＝
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
刊
行
會
編
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書

大
成
』
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
―
一
九
八
二

『
蒐
書
大
成　

続
』＝
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
刊
行
會
編
『
永
平
正
法
眼
蔵

蒐
書
大
成　

続
輯
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大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
―
二
〇
〇
〇

『
正
法
華
』＝『
正
法
華
経
』
大
正
九
、
二
六
三

『
道
元
全
』＝
大
久
保
道
舟
校
訂
『
道
元
禅
師
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
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一
九
七
〇
）

『
妙
法
華
』＝『
妙
法
蓮
華
経
』
大
正
九
、
二
六
二
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